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ての考察を施している。たとえば、「よ」と「ぜ」・「ぞ」を比較・対照して、⑴「よ」は全ての文タイプに後接する。
⑵「ぜ」は、「ぞ」と同じく、基本的に平叙文にのみ後接するが、ただ、勧誘のシヨウ形への後接は、「ぞ」と異なっ
てさほど特例ではないことなどを明らかにしている。 
 また、各形式が使用されるケースのみならず、他の形式とも対照させながら、使用が不可能になる使用制約の取り
出しに心がけている。たとえば、「とも」の使用には、先行発話や何らかの状況の存在が必要になるのだが、それだ
けでは使用制約を十分には捉えきれず、［A「お名前は？」／B「？？山田太郎ですとも。」］、［（見知らぬ B に問いか
けて）A「バス、来ました？」／B「？ええ、来ましたとも。」］のように、発話時に新たに獲得した想定や事態を表す
ことはできない、ということを明らかにしている。さらに、［A「君、ラクビー好き？」／B「僕、ニュージーランド
人だよ」］、［A「君、ラクビー好き？」／B「？僕、ニュージーランド人さ」］などの例を挙げ、このタイプの文連続に
おける「さ」の使用の不自然さは、「さ」の、「当該の発話がこれ以上推論し展開する必要のない発話であることを示
す」という機能から説明されている、としている。当該の形式が使えない状況を明確にするということは、使われる
状況を分析・記述する以上に難しく必要なことである。そのことからすれば、本論文が各形式に対して心がけている
使用制約の取り出しは、重要で評価すべき点である。 
 きめ細かい注意深い観察としては、対話状況で使われ、同じように見える「とも」について、⑴［A「元気出せ！
飲め！」／B「飲むとも。」］、［（阪神ファンの）A「今年はどこが優勝すると思う」／B「もちろん阪神だとも。」］の
ように、聞き手が提示する事態に対して同調・同意する状況での使用と、⑵［A「あるんですか、そんなもの？」／B
「あるとも。」］のように、聞き手の発言に対して反論する状況での使用とを取り出し区別している。 
 従来の終助詞についての研究は、少数の形式を取り上げ、たかだかそれらを比較・対照しながら、個別形式の意味・
用法を取り出すといったものがその中心であった。またほぼ終助詞全体を見渡した考察にあっても、各形式の意味・
用法は概括記述の域を出ないものであった。その意味で、一つの枠組みで多様かつ多数の実例を包括的に分析・記述
した本論文のような研究は皆無であった。 
 本論文は、終助詞の意味・用法・機能に対する分析・記述の枠組みとして関連性理論を用いている。明確な分析・
記述の枠組みを用いながら、理論を単に当てはめるだけでなく、豊富な実例を丹念にきめ細かく分析・記述すること
を通して、各形式の意味・機能を明るみに出すことに努めている。その意味で、本論文は理論と記述の双方を併せ持
つ考察であると言えよう。終助詞全体の機能を、話し手が聞き手に託したメッセージをどのように処理し解釈すれば
良いか指示する機能を担う形式、発話に基本表意以上の意味が存在することを明示する形式と捉え、各終助詞の基本
的な意味・機能をまず設定し、さらに要因への配慮を行いながら、要因の作用によって生じる意味・機能を取り出し
ている。その意味で体系的・組織的な分析・記述が行われていると言えよう。 
 ただ、個々の終助詞の基本的機能として取り出しているものと、それぞれの終助詞の具体的で多様な意味・用法・
機能との間には、少しばかり距離があると思われる。その間を埋める説明があればもっと良かった。 
 しかしながら、これらは望蜀の感のある要望であり、今後に残された問題が存することは、研究の宿命であり、本
論文の価値を損なうほどのものではない。 
 これらのことを総合的に判断し、本審査委員会は、本論文が博士（言語文化学）の学位を与えるにふさわしい論文
であると判断した。 
